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ア
ジ
ア
の
家
族
法
概
要
（
３
）

小　

川　

富　

之

目
次１

．
は
じ
め
に

２
．
ア
ジ
ア
家
族
法
総
論

（
１
）
講
義
全
体
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
２
）
日
本
に
お
け
る
渉
外
（
家
事
）
事
件
の
状
況

（
３
）
ア
ジ
ア
諸
国
の
法
律
情
報
の
収
集
と
蓄
積

（
４
）
ア
ジ
ア
諸
国
の
法
律
情
報
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
照
会

（
５
）
ア
ジ
ア
家
族
法
研
究
の
特
色

（
６
）
ア
ジ
ア
家
族
法
研
究
の
課
題

３
．
イ
ス
ラ
ム
家
族
法

（
１
）
総
論

① 

宗
教
と
法
と
の
か
か
わ
り

② 

イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
基
本
概
念

③ 

イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
法
【
83
号
】
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（
２
）
各
論

① 

イ
ン
ド
家
族
法
【
85
号
】

② 

パ
キ
ス
タ
ン
家
族
法

　

 

・
は
じ
め
に

　

 

・
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
法

　
 

・
婚
姻

　
 

・
シ
ー
ア
派
法
の
ム
タ
婚

　

 
・
婚
姻
の
成
立
要
件
【
本
号
】

③ 

他
の
人
的
不
統
一
法
国

４
．
北
東
ア
ジ
ア
家
族
法

（
１
）
ア
ジ
ア
家
族
法
三
国
（
日
本
・
韓
国
・
台
湾
）
会
議

（
２
）
日
本
・
韓
国
・
台
湾
の
共
通
性

（
３
）
中
国
家
族
法

（
４
）
韓
国
の
家
族
法
改
革

５
．
東
南
ア
ジ
ア
家
族
法

（
１
）
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
つ
い
て

（
２
）
ベ
ト
ナ
ム
家
族
法

（
３
）
ミ
ャ
ン
マ
ー
家
族
法

（
４
）
タ
イ
家
族
法
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６
．
ア
ジ
ア
家
族
法
実
務

（
１
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
族
法

（
２
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
族
法
実
務

７
．
ア
ジ
ア
家
族
法
の
全
体
像
と
未
来
像

（
１
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
法
律
協
会
（LA

W
A

SIA

）
と
世
界
会
議
「
家
族
法
と
子
ど
も
の
人
権
」

（
２
）
ア
ジ
ア
家
族
法
の
全
体
像

（
３
）
ア
ジ
ア
諸
国
と
地
域
の
同
性
婚
の
現
状
と
課
題

（
４
）
ア
ジ
ア
諸
国
の
親
子
関
係
に
お
け
る
子
の
最
善
の
利
益

８
．
お
わ
り
に

３
．
イ
ス
ラ
ム
家
族
法

（
1
）
各
論

① 

イ
ン
ド
家
族
法
【
85
号
】

② 

パ
キ
ス
タ
ン
家
族
法

・
は
じ
め
に

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
イ
ラ
ン
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
と
の
係
争
地
で
中
国
の
関
与
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も
あ
る
カ
シ
ミ
ー
ル
を
含
め
て
、
面
積
約
七
九
万
六
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
の
約
二
倍
の
国
土
を
有
し
、
人
口
約
二
億
二
、

〇
九
〇
万
人
（U

N
FPA

世
界
人
口
白
書
二
〇
二
〇
年
）、
首
都
は
国
の
北
東
部
に
位
置
す
る
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
、
民
族
的
に
は
、
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
人
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
、
シ
ン
ド
人
お
よ
び
バ
ロ
ー
チ
人
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
言
語
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
が
国
語
と
さ
れ
、

公
用
語
と
し
て
英
語
も
使
わ
れ
て
い
る
。
宗
教
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
（
九
六
、四
％
・
内
訳
と
し
て
ス
ン
ニ
派
が
八
五
～
九
〇
％
、
シ

ー
ア
派
が
一
〇
～
一
五
％
）、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（
一
、六
％
）、
キ
リ
ス
ト
教
（
一
、五
九
％
）
な
ど
（
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構

〔
出
典
米
国
中
央
情
報
局
〕）
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
い
で
世
界
で
二
番
目
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
多
い
国
で
、
約
二
億
一
、二
〇
〇
万
人

が
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
で
あ
る
。

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
支
配
権
を
確
立
す
る
以
前
の
数
世
紀
の
間
、
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
支
配
が
続
く
な
か
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
徒
、
ス
ィ
ク
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
お
よ
び
仏
教
徒
が
そ
こ
に
混
在
し
て
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
支
配
す
る
ラ
ジ
ャ

ー
（
王
）
お
よ
び
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
信
仰
す
る
宗
教
の
法
が
適
用
さ
れ
る
小
国
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ビ
ン
・
カ
シ
ー
ム
（M

uham
m

ad bin Q
uasim

）
は
、
西
暦
七
一
二
年
に
シ
ン
ド
地
方
（Sindh

）
を
征
服
し
た
直
後
に
ム
ス
リ
ム
法

（M
uslim

 Law
s

）
を
そ
の
地
方
に
導
入
し
た
。
そ
の
後
、
ム
ガ
ー
ル
王
朝
の
皇
帝
達
は
、
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
亜
大
陸

を
支
配
し
、
ム
ス
リ
ム
法
を
執
行
す
る
カ
ジ
（Q

azis
・
法
律
家
）
を
任
命
し
て
、
司
法
に
よ
る
秩
序
維
持
を
重
要
視
し
た
。
そ
の
後
、
イ

ギ
リ
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
進
出
し
、
こ
の
地
域
を
非
公
式
に
支
配
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ

る
支
配
の
も
と
で
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
存
在
は
象
徴
的
な
も
の
と
な
り
、
一
六
九
四
年
以
降
は
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
に
よ
り
権
限
を
付
与
さ

れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
が
、ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
（Zam

indar

）
裁
判
所
に
よ
る
司
法
権
の
行
使
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル

と
は
、
大
地
主
ま
た
は
徴
税
権
者
を
意
味
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
る
司
法
権
の
行
使
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
、
裁
判
所
は
賃
料
回
収

の
た
め
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
ム
ス
リ
ム
法
お
よ
び
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
法
を
適
用
し
て
裁
判
が
行
わ
れ
た
。
一
七
七
二
年
以
降
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は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
完
全
な
支
配
権
を
確
立
し
、
徐
々
に
イ
ギ
リ
ス
法
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ム
ス
リ
ム
の
法
制
度

（M
uslim

 Jurisprudence

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
起
源
と
す
る
法
制
度
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー

（personal law
）
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
地
域
の
住
民
た
ち
を
植
民
地
と
し
て
支
配
し
て
い
く
う
え
で
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
恐

れ
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
前
の
ま
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー

は
固
有
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
主
と
し
て
宗
主
国
の
法
を
植
民
地
に
導
入
し
た
移
植
法
と
対
比
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

ロ
ー
つ
ま
り
固
有
法
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
宗
教
法
や
慣
習
法
を
意
味
し
、
宗
教
、

部
族
お
よ
び
民
族
等
、
そ
れ
ぞ
れ
各
当
事
者
が
所
属
す
る
社
会
集
団
ご
と
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
範
囲
や
形
態
に
関
し
て

は
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
、
宗
主
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
が
家
族
関
係
に
関
し
て
は
既
存
の
法
を
原
則
と
し
て
引

き
続
き
使
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
一
般
に
「
家
族
法
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
ム
ス
リ
ム
法
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
聖
典
で
あ
る
聖
ク

ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
範
例
や
慣
行
で
あ
る
ス
ン
ナ
、
共
同
体
の
合
意
で
あ
る
イ
ジ
ュ
マ
ー
お
よ
び
類
推
で
あ

る
キ
ャ
ー
ス
の
法
源
で
構
成
さ
れ
る
古
法
典
を
本
稿
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
呼
び
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
ム
ス
リ
ム
に
適
用
さ
れ
る
法
に
つ
い

て
は
、
ム
ス
リ
ム
法
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
一
九
四
七
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
で

は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
お
よ
び
独
立
後
に
ム
ス
リ
ム
成
文
法
や
判
例
法
に
よ
り
パ
キ
ス
タ
ン
固
有
の
法
が
発
展
し
て
い
る
た
め
、
古
典

法
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
の
婚
姻
、
離
婚
、
監
護
権
お
よ
び
遺
言
等
の
家
族
に
か
か
わ
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス

法
に
よ
る
修
正
は
限
定
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
固
有
法
で
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー
が
家
族
法
と
し
て
機
能
を
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
統
治
が
続
い
て
い
る
間
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
ム
ス
リ
ム
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
。
ム
ガ
ー
ル
王
朝
に

よ
る
三
五
〇
年
間
に
わ
た
る
統
治
が
続
い
た
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
統
治
が
始
ま
る
と
、
そ
の
地
域
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
以
外
の
宗
教
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を
優
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
は
、
ム
ス
リ
ム
連
盟
（M

uslim
 League

）
と
い
う
政
党

を
結
成
し
て
、
政
府
に
対
し
て
教
育
、
健
康
、
就
職
等
に
関
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
よ
う
求
め
る
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
ム
ス
リ

ム
連
盟
の
指
導
者
と
な
っ
た
ジ
ン
ナ
ー
（Jinnah

）
は
、
ム
ス
リ
ム
を
中
心
と
す
る
独
立
の
要
求
を
掲
げ
て
運
動
を
展
開
し
、
一
九
四
七

年
八
月
十
四
日
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
が
正
式

に
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
よ
り
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
に
人
々
が
殺
到
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
領
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
や
ス
ィ
ク
教

徒
等
の
ム
ス
リ
ム
以
外
の
人
々
は
イ
ン
ド
に
向
か
い
、
逆
に
、
イ
ン
ド
領
の
ム
ス
リ
ム
の
多
く
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
向
か
っ
て
移
住
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
九
六
、四
％
・
内
訳
と
し
て
ス
ン
ニ
派
が

八
五
～
九
〇
％
、
シ
ー
ア
派
が
一
〇
～
一
五
％
）
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（
一
、六
％
）、
キ
リ
ス
ト
教
（
一
、五
九
％
）
な

ど
が
わ
ず
か
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
非
ム
ス
リ
ム
の
人
々
に
対
し
て
信
仰
の
自
由
や
そ

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー
を
認
め
て
お
り
、
例
え
ば
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
適
用
さ
れ
る
法
と
し
て
は
、
一
九
四
六
年
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の

独
立
し
た
住
所
と
扶
養
に
関
す
る
既
婚
女
性
の
権
利
法
（H

indu M
arried W

om
enʼs R

ights to Separate R
esidence and 

M
aintenance A

CT
 1964

）、一
九
五
九
年
西
パ
キ
ス
タ
ン
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
女
性
の
農
地
に
関
す
る
権
利
令
（W

est Pakistan H
indu 

W
om

en̓
s Rights to A

gricultural Land O
rdinance 1959

）、
一
九
四
三
年
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
女
性
の
財
産
に
関
す
る
権
利
法

（H
indu W

om
en̓

s R
ights to Property 1943

）
お
よ
び
一
九
二
九
年
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
相
続
法
（
改
正
法
）（H

indu Law
 of 

Inheritance （A
m

endm
ent

） 1929

）
等
が
あ
る
。
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・
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
法

パ
キ
ス
タ
ン
家
族
法
は
大
き
く
実
体
法
と
手
続
法
に
分
け
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
国
は
地
域
（
州
）
ご
と
に
適
用
さ
れ

る
法
が
異
な
る
場
所
的
不
統
一
法
国
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
人
々
が
信
仰
す
る
宗
教
に
よ
っ
て
、
そ
の
宗
教
に
基

づ
く
法
が
適
用
さ
れ
る
人
的
不
統
一
法
国
で
あ
り
、
同
じ
場
所
に
住
ん
で
い
て
も
信
仰
す
る
宗
教
が
違
え
ば
適
用
さ
れ
る
法
が
異
な
り
、

別
な
場
所
に
住
ん
で
い
て
も
信
仰
す
る
宗
教
が
同
じ
で
あ
れ
ば
同
じ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
家
族
関
係
に
つ
い
て
は
統

一
法
の
領
域
は
限
定
的
で
、
大
部
分
は
各
当
事
者
の
所
属
す
る
宗
教
、
そ
の
宗
教
内
の
学
派
お
よ
び
慣
習
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
前
述
の
と
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
口
の
圧
倒
的
多
数
が
ム
ス
リ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に

基
づ
く
宗
教
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー
に
関
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
近
代
化
を
図
る
た
め
に

成
文
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
圧
倒
的
少
数
派
で
あ
る
他
の
宗
教
を
信
仰
す
る
人
々
に
関
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ロ
ー
は
、

ほ
と
ん
ど
成
文
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
制
定
さ
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
法
に
関
し
て
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
も

ほ
と
ん
ど
改
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
家
族
法
に
関
す
る
法
源
と
し
て
は
、一
九
六
一
年
ム
ス
リ
ム
家
族
法（T

he M
uslim

 Fam
ily Law

s 1961

）、一
九
六
一

年
ム
ス
リ
ム
家
族
法
令
に
基
づ
く
西
パ
キ
ス
タ
ン
規
則
（T

he W
est Pakistan Rules under M

uslim
 Fam

ily Law
s O

rdinance 

1961

）、
一
九
六
四
年
西
パ
キ
ス
タ
ン
家
庭
裁
判
所
法
（T

he W
est Pakistan Fam

ily Courts A
ct 1965

）、
一
九
六
五
年
西
パ
キ
ス

タ
ン
家
庭
裁
判
所
規
則
（T

he W
est Pakistan Fam

ily Courts Rules 1965

）
お
よ
び
一
九
二
九
年
幼
児
婚
抑
制
法
（T

he Child 

M
arriage Restriction A

ct 1929

）
等
が
あ
り
、
実
体
法
と
し
て
の
ム
ス
リ
ム
法
（M

oham
m

edan Law

）、
一
九
七
六
年
持
参
金
お

よ
び
婚
姻
贈
与
（
制
限
）
法
（T

he D
ow

ry and Bridal Gifts (Restriction) A
ct 1976

）、
一
九
七
六
年
持
参
金
お
よ
び
婚
姻
贈
与

（
制
限
）
規
則
（T

he D
ow

ry and Bridal Gifts (Restriction) Rules 1976

）
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
婚
姻
の
儀
式
挙
行
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に
関
す
る
法
（T

he Punjab M
arriage Functions A

ct 2003

）
等
が
、
存
在
し
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
司
法
制
度
は
、
最
高
裁
判
所
（Suprem

e Court

）
を
頂
点
と
し
て
、
民
事
裁
判
所
（Civil Court

）、
上
訴
裁
判
所

（Court of A
ppeal

）、
地
方
裁
判
所
お
よ
び
セ
ッ
シ
ョ
ン
裁
判
所
（D

istrict and Session Judge Curt

）,

家
庭
裁
判
所
（Fam

ily 

Court
）
お
よ
び
高
等
裁
判
所
（H

igh Court

）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
お
よ
び
セ
ッ
シ
ョ
ン
裁
判
所
と

同
位
の
裁
判
所
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
西
パ
キ
ス
タ
ン
家
庭
裁
判
所
法
に
基
づ
き
、家
庭
裁
判
所
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
家
庭
裁
判
所
は
、
婚
姻
の
解
消
、
扶
養
、
子
の
監
護
、
婚
姻
詐
称
、
妻
の
特
有
財
産
（Personal Property and Belonging of a 

W
ife

）、
マ
フ
ル
（
婚
資
・D

ow
er

）、
同
居
回
復
請
求
、
後
見
お
よ
び
持
参
金
・
婚
姻
贈
与
（D

ow
ry and Bridal Gifts

）
等
に
つ
い

て
専
属
的
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。

・
婚
姻

パ
キ
ス
タ
ン
の
ム
ス
リ
ム
法
で
は
、
婚
姻
は
民
事
契
約
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
立
要
件
と
し
て
花
嫁
に
与
え
ら
れ
る
金
銭
で
あ
る
マ

フ
ル
（
婚
資
・H

uq-ul-m
ehr

）
が
コ
ン
シ
ダ
レ
ー
シ
ョ
ン
（Consideration

）
と
さ
れ
て
い
る
。
婚
姻
し
よ
う
と
す
る
当
事
者
が
こ
の

要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
婚
姻
の
申
込
み
と
承
諾
を
行
う
こ
と
で
婚
姻
契
約
が
成
立
す
る
。
婚
姻
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
ム
ス
リ
ム
法

で
成
年
に
達
し
て
お
り
、
正
常
な
精
神
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
婚
姻
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
婚
姻
の
申
込
み
と
承
諾
を
含
む
正

式
な
婚
姻
挙
行
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
ス
ン
ニ
派
と
シ
ー
ア
派
と
で
は
証
人
の
要
件
が
異
な
っ
て
お
り
、
ス
ン
ニ
派
で
は
婚

姻
挙
行
に
際
し
て
二
名
の
証
人
の
立
会
い
が
要
求
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ー
ア
派
で
は
こ
れ
を
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、
証
人
の
立
会
い

な
く
婚
姻
契
約
の
締
結
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ム
ス
リ
ム
家
族
法
に
基
づ
い
て
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
は
、一
九
六
一
年
ム
ス
リ
ム
家
族
法
令（M

uslim
 Fam

ily Law
 O

rdinance 1961

）
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に
基
づ
い
て
登
録
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
登
録
に
関
し
て
は
、
ム
ス
リ
ム
登
録
官
（N

ikah Registrar

）
が
政
府
に
よ
り

任
命
さ
れ
、
各
カ
ウ
ン
シ
ル
（council

）
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
婚
姻
の
登
録
が
な
さ
れ
る
と
、
当
事
者
に
対
し
て
登
録
簿
の
抄
本
が
交

付
さ
れ
る
。
婚
姻
登
録
に
際
し
て
、
ム
ス
リ
ム
婚
登
録
に
関
す
る
規
則
（M

uslim
 M

arriage Registration Rule

）
に
基
づ
い
て
、
ニ

カ
ー
・
ナ
ー
マ
（N

ikah N
am

a

）
と
い
わ
れ
る
ム
ス
リ
ム
婚
姻
契
約
書
に
従
っ
て
、
次
の
事
項
が
記
載
さ
れ
る
。

（
ａ
）
婚
姻
登
録
地
（N

am
e of the W

ard, T
ow

n / U
nion, and D

istrict in w
hich the M

arriage took place

）

（
ｂ
）
夫
と
な
る
者
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（N

am
e of the Bridegroom

 and his Father w
ith their respective 

Residence

）

（
ｃ
）
夫
と
な
る
者
の
年
齢
（A

ge of the Bridegroom

）

（
ｄ
）
妻
と
な
る
者
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所（N

am
e of the Bride and her Father w

ith their respective 

Residence

）

（
ｅ
）
妻
と
な
る
者
が
処
女
、
寡
婦
ま
た
は
離
婚
者
で
あ
る
か
の
別
（W

hether Bride is a V
irgin, W

idow
 or D

ivorced

）

（
ｆ
）
妻
と
な
る
も
者
の
年
齢
（A

ge of the Bride
）

（
ｇ
）
妻
と
な
る
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
婚
姻
後
見
人
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（T

he N
am

e and Residence of V
ikil appointed 

by the Bride

）

（
ｈ
）
妻
と
な
る
者
の
婚
姻
後
見
人
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
証
人
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所
な
ら
び
に
妻
と
な
る
者
と
の
関
係

（N
am

es of the W
itnesses to the appointm

ent of the Bride̓
s V

akil, w
ith their Father̓

s N
am

es, their 

Residences and their Relationship w
ith the Bride

）
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（
ｉ
）
夫
と
な
る
者
が
婚
姻
後
見
人
を
任
命
し
た
場
合
の
婚
姻
後
見
人
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（N

am
e of the V

akil, if 

any, appointed by the Bridgeroom
, his Father̓

s N
am

e and his Residence

）

（
ｊ
）
夫
と
な
る
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
証
人
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（N

am
es of the W

itnesses to the 

appointm
ent of the Bridegroom

, his Father̓
s N

am
e an his Residence

）

（
ｋ
）
婚
姻
挙
行
の
証
人
と
そ
の
父
の
氏
名
お
よ
び
住
所
（N
am

e of the W
itness to the M

arriage, their Father̓
s N

am
e 

and their Residence

）

（
ｌ
）
婚
姻
挙
行
年
月
日
（T

he D
ate w

hen the M
arriage w

as cerebrated

）

（
ｍ
）
婚
資
の
額
（T

he A
m

ount of M
ahar

）

（
ｎ
）
即
時
払
い
の
婚
資
の
額
と
後
日
払
い
の
婚
資
の
額
（T

he A
m

ount of M
ahar M

uʼajjal and the A
m

ount of M
ahar 

Ghaire

）

（
ｏ
）
そ
の
他
特
に
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た
条
件
（Special Condition if any

）

（
ｐ
）
夫
と
な
る
者
が
妻
と
な
る
者
に
離
婚
権
を
付
与
し
た
場
合
の
条
件
（W

hether the H
usband has delegated the 

Pow
er of D

ivorce to the W
ife. If so, under w

hat Condition

）

（
ｑ
）
夫
の
離
婚
権
の
制
限
（W

hether the H
usband Right of D

ivorce is in any w
ay curtailed

）

（
ｒ
）
婚
資
お
よ
び
扶
養
等
に
つ
い
て
婚
姻
の
際
に
何
ら
か
の
契
約
書
が
作
成
さ
れ
た
か
否
か
、
ま
た
、
作
成
さ
れ
た
場
合
の
当
該

契
約
書
の
条
項
（W

hether any D
ocum

ent w
as draw

n up at the tim
e of M

arriage relation to D
ow

er 

M
aintenance, etc. If so, Contents there in Brief

）

（
ｓ
）
夫
と
な
る
者
に
既
存
の
妻
が
い
る
か
否
か
、
ま
た
、
い
る
場
合
に
一
九
六
一
年
ム
ス
リ
ム
家
族
法
令
に
基
づ
き
仲
裁
評
議
会
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に
複
婚
許
可
を
得
た
か
否
か
（W

hether the Bridegroom
 has any existing W

ife, and if so, w
hether he has 

secured the Perm
ission of the A

rbitration Council under the M
uslim

 Fam
ily Law

s O
rdinance 1961, to 

contact another M
arriage

）

こ
れ
ら
の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
婚
姻
契
約
書
は
公
的
な
書
面
と
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
婚
姻
登
録
官
は
、
法
律
に
従
っ
て
婚
姻
契
約
書
の
抄

本
を
四
部
作
成
し
、
各
当
事
者
に
一
部
ず
つ
交
付
し
、
一
部
を
婚
姻
登
録
所
の
所
在
す
る
ユ
ニ
オ
ン
（
町
）
の
カ
ウ
ン
シ
ル
に
送
付
し
、

残
り
の
一
部
を
婚
姻
登
録
所
に
お
い
て
保
管
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
六
一
年
ム
ス
リ
ム
家
族
法
令
に
基
づ
い
て
婚
姻
が
成
立
し
登
録
が
な
さ
れ
る
と
、
マ
フ
ル
と
し
て
の
財
産
移

転
が
行
わ
れ
る
。

ム
ス
リ
ム
は
お
お
む
ね
共
通
の
信
仰
を
有
し
て
い
る
が
、
婚
姻
の
形
態
と
効
力
に
関
し
て
は
、
ム
ス
リ
ム
内
で
異
な
る
扱
い
が
な
さ
れ

て
お
り
、
細
部
に
つ
い
て
は
学
派
に
よ
り
異
な
る
学
説
に
よ
る
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
シ
ー
ア
派
と
ス
ン
ニ
派
に
大

き
く
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
さ
ら
に
小
さ
な
学
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
に
対
し
て
基
本
的
に
は
、
聖
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ

ー
ラ
ン
）
の
教
え
に
基
づ
い
た
ム
ス
リ
ム
家
族
法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
婚
姻
、
離
婚
お
よ
び
相
続
の
分
野
で
異
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ン
ニ
派
ム
ス
リ
ム
の
間
で
は
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
イ
ー
派
、
マ
リ
ー
キ
ー
派
お
よ
び
ハ
ン
バ
リ
ー

派
の
四
つ
の
学
派
が
存
在
し
て
お
り
、
扱
い
に
違
い
が
あ
る
。
不
正
な
婚
姻
お
よ
び
無
効
な
婚
姻
に
つ
い
て
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
と
シ
ー

ア
派
法
で
は
解
釈
が
異
な
っ
て
お
り
、
シ
ー
ア
派
法
で
は
、
不
適
正
な
婚
姻
と
は
違
法
で
は
な
い
が
一
定
の
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
婚

姻
の
こ
と
で
、
不
足
す
る
要
件
を
充
足
す
れ
ば
有
効
な
婚
姻
と
し
て
完
成
す
る
の
に
対
し
て
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
で
は
、
婚
姻
は
完
全
に

有
効
（sahi

）
な
も
の
、
不
適
正
（sfasid

）
な
も
の
お
よ
び
無
効
（batil

）
な
も
の
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
。
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不
適
正
な
婚
姻
と
は
、
事
後
的
に
婚
姻
成
立
要
件
が
充
足
さ
れ
れ
ば
有
効
な
婚
姻
に
転
じ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
証
人
が
一
名
の
み
の

立
会
い
で
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
、
既
存
の
四
人
の
妻
と
の
婚
姻
継
続
中
に
な
さ
れ
た
五
番
目
の
婚
姻
等
で
、
事
後
的
に
証
人
一
名
が
立
ち
会

っ
て
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
既
存
の
四
人
の
妻
う
ち
の
一
人
と
の
婚
姻
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
効
な
婚
姻
と
な
る
。
異

な
る
宗
教
を
信
仰
す
る
者
と
の
婚
姻
の
中
に
は
、
不
適
切
な
婚
姻
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
例
え
ば
、
ム
ス
リ
ム
成
人
男
性
は
キ
リ
ス
ト

教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
等
の
啓
典
の
民
で
あ
る
女
性
と
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ム
ス
リ
ム
成
人
女
性
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
成
人

男
性
と
は
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
夫
が
三
度
続
け
て
の
離
婚
宣
言
（
タ
ラ
ー
ク
）
し
た
妻
と
は
、
こ
の
女
性
が
他
の
男
性

と
婚
姻
し
離
婚
し
た
後
で
な
け
れ
ば
再
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

有
効
な
婚
姻
と
は
、
す
べ
て
の
成
立
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
婚
姻
で
、
無
効
な
婚
姻
と
は
、
違
法
な
婚
姻
で
あ
り
、
例
え
ば
、
両
親

の
一
方
を
共
通
と
す
る
兄
弟
姉
妹
間
の
婚
姻
、
夫
が
生
存
し
て
お
り
か
つ
そ
の
夫
と
離
婚
し
て
い
な
い
女
性
と
の
婚
姻
、
お
よ
び
相
手
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
婚
姻
等
の
こ
と
で
あ
る
。

・
シ
ー
ア
派
法
の
ム
タ
婚
（M
utta M

arriage
）

シ
ー
ア
派
に
は
不
適
正
な
婚
姻
と
い
う
概
念
は
な
い
。
シ
ー
ア
派
法
で
は
、
一
定
の
期
間
に
限
定
し
て
、
婚
姻
す
べ
く
マ
フ
ル
の
支
払

い
を
し
た
う
え
で
、
ム
タ
婚
と
呼
ば
れ
る
婚
姻
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
婚
姻
は
、
所
定
の
期
間
の
満
了
を
も
っ

て
自
動
的
に
解
消
さ
れ
、
原
則
と
し
て
そ
の
間
は
夫
に
よ
る
離
婚
の
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
例
外
的
に
、
夫
は
自
ら
の

意
思
で
、
期
間
満
了
前
に
妻
に
時
間
（term

）
を
贈
与
す
る
と
い
う
形
（hiba-i-m

uddat

）
で
、
妻
が
夫
の
元
か
ら
去
る
よ
う
に
命
じ
る

こ
と
で
、
婚
姻
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
、
妻
が
一
方
的
に
期
間
満
了
前
に
夫
の
元
か
ら
去
っ
た
場
合
に
は
、
夫

は
マ
フ
ル
か
ら
一
定
の
金
額
を
相
殺
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
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・
婚
姻
の
成
立
要
件

　
（
ａ
）
未
成
年
者
の
婚
姻

ム
ス
リ
ム
婚
姻
制
限
法
（M

uslim
 M

arriage Restriction A
ct

）
は
、
未
成
年
女
性
と
の
婚
姻
を
禁
止
し
て
い
る
。
未
成
年
女
性
と

の
婚
姻
は
不
適
正
な
婚
姻
と
さ
れ
、
未
成
年
者
で
あ
る
女
性
と
の
婚
姻
に
つ
き
後
見
人
が
勝
手
に
婚
姻
締
結
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
女

性
が
成
年
に
達
し
た
後
、
ま
た
は
十
六
歳
に
達
し
た
後
に
婚
姻
無
効
を
主
張
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
は
、
未

成
年
者
の
婚
姻
に
関
し
て
は
、
後
見
人
が
婚
姻
締
結
権
を
有
し
て
お
り
、
未
成
年
者
で
あ
る
当
事
者
の
婚
姻
へ
の
同
意
の
有
無
は
問
題
と

さ
れ
な
い
。
こ
の
後
見
人
に
は
、
未
成
年
女
性
の
父
、
祖
父
そ
の
他
男
系
親
族
が
就
任
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
で
は
婚

姻
は
民
事
契
約
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
事
者
双
方
の
意
思
の
合
致
に
よ
り
成
立
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
未
成
年
女
性
に
関
し
て
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
後
見
人
に
よ
る
婚
姻
締
結
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
。
後
見
人
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
婚
姻
を
当
該
女
性
が
成
年
に
達
し

た
後
に
婚
姻
取
消
し
請
求
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
婚
姻
が
未
完
成
婚
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
人
の
同
意

な
く
婚
姻
の
強
制
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
女
性
が
婚
姻
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
違
法
な
婚
姻
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
ｂ
）
複
婚

イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
、
五
人
以
上
の
妻
を
同
時
に
持
つ
こ
と
は
重
婚
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
五
人
目
の
妻
と
の
婚
姻
は
不
適
正
な
婚
姻

と
さ
れ
る
が
無
効
な
婚
姻
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
で
は
同
時
に
四
人
の
女
性
と
複
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
四
人
す

べ
て
を
夫
が
適
切
に
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
夫
は
こ
れ
ら
の
妻
た
ち
を
経
済
的
に
も
、
ま
た
時
間
的

に
も
平
等
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
平
等
原
則
は
複
数
の
妻
と
婚
姻
す
る
場
合
の
夫
に
課
せ
ら
れ
た
法
律
上
の
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義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
夫
が
複
婚
を
す
る
場
合
に
は
、
既
存
の
妻
か
ら
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
妻
の
同
意
な
く
複
婚
し
た
場
合
に

は
、
夫
は
既
存
の
妻
に
対
し
て
マ
フ
ル
の
残
額
全
て
を
支
払
う
義
務
が
生
じ
る
。
複
婚
に
対
す
る
同
意
を
欠
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
、

夫
に
は
一
年
以
内
の
禁
固
と
場
合
に
よ
っ
て
は
科
料
も
併
課
さ
れ
る
。

（
ｃ
）
マ
フ
ル
（
婚
資
、D

ow
er

・M
ehr

）

マ
フ
ル
と
は
金
銭
、
宝
石
そ
の
他
の
財
産
の
総
称
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
婚
挙
行
時
に
、
夫
が
妻
に
付
与
し
、
ま
た
は
、
将
来
的
に
付
与

す
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
に
よ
る
方
法
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
マ
フ
ル
は
、
ム
ス
リ
ム
婚
姻
契
約
の
成
立
要
件
で
あ
る
。
マ
フ
ル
に
は
、
即

時
支
払
い
マ
フ
ル
と
後
日
支
払
い
マ
フ
ル
の
別
が
あ
る
。
即
時
支
払
い
マ
フ
ル
は
、
妻
と
な
る
者
の
請
求
に
よ
り
、
婚
姻
の
完
成
の
前
後

に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
日
支
払
い
マ
フ
ル
と
は
、
婚
姻
解
消
、
離
婚
ま
た
は
夫
の
死
亡
の
際
に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後

日
支
払
い
マ
フ
ル
の
完
成
前
に
夫
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
妻
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
て
、
死
亡
後
三
年
以
内
に
限
り
、
夫
の
財
産
に
対

す
る
請
求
権
が
留
保
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
再
婚
禁
止
期
間
（
イ
ッ
ダ
、Iddat Period
）

離
婚
判
決
が
な
さ
れ
、
仲
裁
評
議
会
議
長
に
判
決
の
抄
本
が
送
達
さ
れ
て
か
ら
、
九
十
日
間
は
再
婚
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間

が
経
過
す
る
と
、
離
婚
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、
再
婚
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
未
完
成
婚
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離
婚
手
続
き

が
と
ら
れ
た
場
合
は
、
再
婚
禁
止
期
間
の
対
象
と
は
さ
れ
な
い
。
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（
ｅ
）
持
参
金
（D

ow
ry and Bridal Gifts

）

一
九
七
六
年
持
参
金
お
よ
び
婚
姻
贈
与
（
制
限
）
法
（T

he D
ow

ry and Bridal Gifts （Restriction

）act 1976

）
に
よ
り
禁
止
ま

た
は
制
限
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
従
来
か
ら
続
い
て
い
る
違
法
ま
た
は
不
当
な
持
参
金
の
支
払
い
と
い
う
社

会
習
慣
が
撤
廃
さ
れ
て
い
な
い
。こ
の
持
参
金
の
支
払
い
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
長
期
に
わ
た
っ
て
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

法
律
で
は
、
妻
と
な
る
者
の
両
親
に
支
払
う
持
参
金
の
上
限
額
を
五
千
ル
ピ
ー
に
制
限
し
て
い
る
。
持
参
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
品
は

妻
と
な
る
者
の
特
有
財
産
と
さ
れ
る
。
妻
と
な
る
者
が
、
五
千
ル
ピ
ー
以
上
の
価
値
の
あ
る
財
産
を
付
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
五
千
ル
ピ

ー
を
超
え
る
超
過
分
に
つ
い
て
も
妻
の
特
有
財
産
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
法
で
は
妻
と
な
る
者
の
両
親
に
対
す
る
持
参
金
自
体
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
法
で
は
上
限
が
定
め
れ
れ
て
い
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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